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研究成果の概要： 
 南アラビアのハドラマウト地方（イエメン）と東南アジア双方で文書収集・聞き取り調査を

行うことにより、インド洋におけるアラブ（ハドラミー）移民とその子孫が作り上げたネット

ワーク、特にアラウィー・タリーカを軸とする人のつながりを 1990 年以降の状況に注目して
明らかにした。同時に、日本では入手不可能であったハドラマウトとハドラミー移民に関する

基礎文献を購入して大学図書館に納め、日本における今後の研究の礎とした。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,400,000 0 1,400,000 

２００７年度 1,000,000 0 1,000,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

年度    

総 計 2,900,000 150,000 3,050,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：地域研究、東洋史、中東研究、ディアスポラ研究、東南アジア研究 
 
１．研究開始当初の背景 
 インド洋におけるアラブの移民活動は従
来からその重要性が指摘されていたが、本格
的な実証研究が始まったのは 1990年代以降
である。「アラブ」とは言うものの、そのほ
とんどは現イエメン共和国東部のハドラマ
ウト地方出身者（ハドラミー）であり、彼ら
が東アフリカ、インド、東南アジアとの間に
張り巡らせたネットワークは本国及び移住
先の社会、経済、宗教活動に大きな影響を与
えてきた。このネットワークは第二次世界大
戦後、インド洋沿岸に成立した国民国家が人

の移動や送金を制限したため急速に衰えた
ものの、現在でも人的交流は存続している。 
 
 東南アジアのイスラーム急進派にアラブ
系（ハドラミー）が多いという事実もあり、
最近では東南アジアを調査地とする研究者
もハドラミー･ネットワークに注目するよう
になった。しかし、ハドラマウトやハドラミ
ー移民に関する資料は、基礎的な文献であっ
ても日本ではほとんど入手することができ
ない。これは、今まで日本ではハドラマウト
を専門とする研究者がいなかったこと、ハド
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ラマウトに関する文献の多くは小規模出版
社から出版されており、ハドラマウトやイン
ドネシアのアラブ系書店などに直接行かな
ければ入手できなかったことが原因である。
今後の研究を促進するためにも、当該分野に
関する資料の整備や、網羅的な文献目録の作
成が求められている。 
 
 近年では研究者だけでなく、日本を含む各
国のマスコミもハドラミー･ネットワークに
注目している。しかし、オサーマ・ビン・ラ
ーディンがハドラミー移民の子孫であると
いう事実などとからめて「テロリスト・ネッ
トワーク」との関連を示唆するもの（例えば
朝日新聞2005年10月12日朝刊15面）など、
ハドラミー移民の特殊な一面のみに注目す
る報道が多い。実際、ハドラマウトの宗教（イ
スラーム）活動において指導的役割を果たし
てきたサイイドと呼ばれる人々（預言者ムハ
ンマドの子孫）や、彼らが中心となっている
アラウィー・タリーカ（いわゆるイスラーム
神秘主義教団）には急進的な側面は見られな
い。ハドラミー移民の多様な側面を明らかに
することが必要である。 
 
 学術研究においても、ハドラミー移民の多
様な側面に光があてられてきたとは言い難
い。移民に関する研究ということで、従来は
移民活動の経済的な側面に注目した研究が
多くなされてきた。しかし、彼らが与えた影
響は経済の領域のみにとどまらない。イスラ
ームに関する知識を持った移民は商業活動
と共に宗教活動、具体的にはモスクや学校の
建設、移住先の住民への教育や、慈善事業を
行った。宗教活動を行った者の一部は死後に
聖者とみなされ、子孫によって建てられた廟
には現在まで参詣者が訪れている。ハドラミ
ー移民の研究はインド洋沿岸地域における
イスラームの展開とも大きく関わっている
のである。 
 
 ハドラマウトや移住先の社会で、特に宗
教・学術・文芸活動を活発に行っていたのは
上述のサイイドたちである。実際、ハドラマ
ウトにおける歴史研究のほとんどはサイイ
ドによって書かれた史料に基づいたものか、
サイイドの活動に焦点をあてたものであっ
た。しかし、現在までのところ、彼らの「心
の拠り所」となっているアラウィー･タリー
カの教義や、それがインド洋におけるアラブ
（ハドラミー）のネットワークに与えた影響
に注目した研究は十分なされていない。1990
年代以降、アラウィー・タリーカを軸とした
人的つながりがハドラマウトとインド洋沿
岸地域の間で再び盛んになっているが、この
現象を扱った研究はほとんどない。 
 

 
２．研究の目的 
以上の問題関心に基づいて、本研究では以下
の 3点をその目的とする。 
 
(1) インド洋におけるアラブ（ハドラミー）
の移民活動に関して、特にハドラマウトと東
南アジアの関係に注目し、ハドラミーの宗教
活動の主流であったアラウィー・タリーカの
教義・活動を、メンバーの著作の解析と聞き
取りを通して明らかにする。その際、1990
年代以降ハドラマウトで活発な教育活動を
行っているダール・アル=ムスタファーとい
う宗教教育機関に注目する。 
 
(2) 日本では整備が遅れているハドラマウト
及びハドラミー移民関連文献をハドラマウ
ト、東南アジア両地域で購入し、日本で利用
できる形にする。 
 
(3) 主要な文献資料の解題をまとめることで、
今後の研究の便宜を図る。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究課題では、聞き取り調査と文献研
究を二つの柱とする。初年度の調査はハドラ
マウト側に注目し、学術活動の中心都市であ
るタリームのダール・アル=ムスタファーで、
学長のウマル・ビン・ハフィーズ氏（ハビー
ブ・ウマル）及び彼の生徒（東南アジアから
の留学生も含む）に聞き取り調査を行う。そ
の際には、現地の協力者（タリームで出版業
を営むアブドゥルラフマーン・バルファキー
フ氏やサイウーン博物館館長のアブドゥル
ラフマーン・アル=サッカーフ氏など）にイ
ンフォーマント紹介等の便宜を図ってもら
う。 
 
(2) 二年目の調査は、東南アジアで行う。具
体的にはインドネシアのジャカルタに本部
を置く「アラウィー連盟」、「ダルル・アイタ
ム」ほかサイイドが中心になって運営してい
る団体や、アラブ系の有力者に聞き取りを行
い、ダール・アル=ムスタファーの東南アジ
アにおける活動についての情報を収集する。
特に、ダール・アル=ムスタファーが東南ア
ジアとのつながりを構築した経緯を、キーパ
ーソンの人的つながりをもとに解き明かす
ことに重点を置く。同時に、図書館・文書館
でハドラミー関係資料の所蔵状況の調査を
行う。 
 
(3) 聞き取り調査・文書調査と共に、ハドラ
マウトと東南アジアで当該分野関連書籍を
購入する。このような書籍は概ね小規模出版
社で出版された後、短時間で絶版になること



 

 

が多い。そのため、現地の出版事情をよく知
る人物（ハドラマウトではタリームで出版業
を営んでいるアブドゥルラフマーン・バルフ
ァキーフ氏、東南アジアでは東ジャワのグレ
シクでハドラミーに関する文献（書籍、写本）
を収集しているムハンマド・ビン・ハーシム
氏）に協力を仰ぎ、過去に出版された書籍の
うち、特にハドラマウト研究に必要であると
考えられるものを収集する。 
 
(4) ハドラマウトと東南アジアでの調査を受
けて、日本では収集したデータの整理、購入
した書籍の書誌情報の入力等を行う。そして
主な史資料の解題を行う。 
 
 
４．研究成果 
(1) ハドラマウトの宗教学校、ダール・アル=
ムスタファーの活動と人的ネットワークの
うち、東南アジアと関連する部分が明らかに
なった。先行研究ではダール・アル=ムスタ
ファーの教育・宗教活動をハドラマウトのみ
に注目して論じたものがほとんどであった
が、実際にはダール・アル=ムスタファーは
設立当時から東南アジアとの関係を重視し
ており、留学生の数においても、学長である
ハビーブ・ウマルの訪問先においても、東南
アジアの重要性が特に高いことが分かった。
ハドラマウトと東南アジアの人的つながり
は第二次世界大戦以降急速に衰退し、インド
洋をまたいだアラブ（ハドラミー）のネット
ワークは過去のものとして扱われることが
多いが、本研究において明らかになったのは、
1990 年代以降に新たな人的交流、しかも宗
教を軸にした人の行き来が起こっていると
いうこと、そしてこの人的交流は旧来の人の
つながりを基盤としながら、新たなネットワ
ークを作り出していることである。この事実
はハドラマウトとハドラミー移民の歴史認
識に新たな展開をもたらす可能性があり、今
後調査を続けることにより国内外でインパ
クトのある成果を出すことが期待できる。以
下、調査の内容と明らかになったことを簡潔
に説明する。 
 
① 2006年度に行われたハドラマウトにおけ
る調査では、ダール・アル=ムスタファー学
長、ハビーブ・ウマルに面会し、学校の概要、
ウマル氏が毎年東南アジアを訪問している
理由や、氏が東南アジアに持っている人的ネ
ットワークについて情報収集を行った。同時
に、東南アジアからダール・アル=ムスタフ
ァーに留学している学生（インドネシア人、
マレーシア人など）にも聞き取りを行い、ダ
ール・アル=ムスタファーを勉学の場所とし
て選択した経緯等の情報を得た。 
 

② この結果を受けて 2007 年度においては
東南アジア側に注目し、インドネシアで調査
を行った。ここでの目的は、ダール・アル＝
ムスタファーの卒業生に聞き取りを行い、卒
業後の進路に関する情報を収集することで
あった。たまたま研究代表者によるインドネ
シア調査と、ハビーブ・ウマルの東南アジア
訪問の時期が重なっていため、ジャカルタ郊
外で開催された、ウマル氏とインドネシアの
宗教教師約250名が参加する会議にオブザー
バーとして参加することができた。そしてこ
の集会のプログラムや参加者の傾向、ウマル
氏による講演の内容を調査した。その結果、
この会議へ招待された宗教教師の多くは非
アラブ系であるが、アラブ系の人物と個人的
なつながりを持っていることなどが明らか
になった。また、会議におけるウマル氏の講
演内容は、時代の要請に基づくもの（たとえ
ば現代社会におけるイスラームの役割など）
というよりは、いわゆる古典的なイスラーム
の思想に関するもの主であることが分かっ
た。 
 
③ ハビーブ・ウマルの東南アジアにおける
活動に加え、ウマル氏の旅程と各地での行事
を誰が手配しているのかについても調査を
行った。その結果、ダール・アル=ムスタフ
ァーの卒業生、つまりウマル氏の弟子で、東
南アジアで宗教教師となっている者が中心
的な役割を果たしていることが分かった。ま
た、年によっては、会議・講演会の手配の一
部をアラウィー・タリーカ系の団体（アラウ
ィー連盟など）が担当していることも明らか
になった。 
 
④ 東南アジアからダール・アル=ムスタファ
ーへ留学生を送り出す体制については、ジャ
カルタ在住のアラブ有力者、アブドゥルラフ
マーン・ブン・シャイフ・アル＝アッタース
氏に聞き取りを行った。その結果明らかにな
ったことは、最初はアラブ有力者の有志が留
学希望者の審査、渡航の手配、必要であれば
留学資金の支援を行っていたが、現在ではダ
ール・アル=ムスタファー自体がジャカルタ
に事務所を構え、留学に関する業務を行って
いることである。 
 
⑤ そこで 2008年度には補足調査として、ジ
ャカルタ（インドネシア）のダール・アル=
ムスタファー事務所において責任者に聞き
取りを行った。その結果、留学生の受け入れ
状況、帰国した留学生の東南アジア内のネッ
トワークの現状、ハビーブ・ウマル（ダール・
アル=ムスタファー学長）がどのように東南
アジアとのつながりを構築したのかについ
ての情報を得た。その結果、1990 年のイエ
メン統一以降にハドラマウトへのアクセス



 

 

が自由になり、東南アジアとの人的交流が可
能になったことがハビーブ・ウマルのネット
ワーク形成に大きく影響しており、特にジャ
カルタ在住のアラブ系実業家が 1992 年にハ
ドラマウトを訪問した時、ハビーブ・ウマル
と出会ったことがその後のダール・アル=ム
スタファーの東南アジアでの活動に道を開
いたことが明らかになった。 
 
(2) ダール・アル=ムスタファー以外でも、東
南アジアにおいてアラウィー・タリーカ関連
の活動が活発化していることが明らかにな
った。これは 20 世紀前半から活動している
アラブ団体の再活性化や、アラブ系聖者にち
なんだホウルという宗教行事が盛んになっ
ていることなどに見ることができる。たとえ
ば 2000 年以降、ジャカルタではシャイフ・
アブー・バクル・ブン・サーリムというハド
ラマウトの聖者にちなんだホウルが新たに
開始されたが、この聖者は 16 世紀のハドラ
マウトで活躍した人物である。従来のホウル
はその地で没した聖者の墓廟で行われるこ
とが多いが、このホウルはハドラマウトで没
した聖者の偉業をジャカルタにある聖者の
子孫の自宅で称えるという興味深い体裁を
とっている。アラブ系住民の間で宗教活動が
活発化しているという事実はスハルト以降
のインドネシア・イスラームの展開を議論す
る上でも重要と考えられる。本研究ではまだ
個別の成果として発表できるだけの情報を
収集したわけではないが、今後十分発展が見
込めるテーマだと考えている。 
 
(3) ハドラマウトと東南アジアにおいて当該
分野関連書籍の出版状況に関して調査を行
い、日本では絶対的に不足しているハドラマ
ウト関連書籍を購入した。その結果、ハドラ
マウトでは約 150冊（アラビア語）、インド
ネシアでは約 50冊（インドネシア語、アラ
ビア語）の書籍を入手し、東京外国語大学図
書館に納めることができた。これによって日
本においても当該分野の基礎文献を読むこ
とができるようになったほか、東京外国語大
学図書館はハドラマウトとハドラミー移民
に関しては世界でも有数の蔵書数を誇る図
書館になった。 
 
(4) インドネシア国立図書館（ジャカルタ）、
シンガポール国立図書館、シンガポール大学
図書館、アル=アハカーフ写本図書館（タリ
ーム、ハドラマウト）等において文献調査を
行い、関係資史料のリストアップを行った。
これらの史資料や購入した文献の中で特に
重要なものを選び出して解題を行い、「ハド
ラマウト研究入門」のような形で学術雑誌等
に出版する予定である。ハドラマウトに関す
る研究は、『イスラーム世界研究マニュアル』

（名古屋大学出版会、2008 年）など、研究
の道案内とも呼べる文献でも取り上げられ
ておらず、出版すれば日本で初の試みとなる。 
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